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11 月 10 日（土） 
 
12:00－13:00 理事会  Ｂ棟 1 階 B207 教室 
 
12:15－  受付  Ｂ棟 2 階 B209 教室前 
 
13:00－14:00 研究報告第Ⅰ部 Ｂ棟 1 階 B206 教室 [報告 20 分、論評 5 分、質疑応答 5 分] 
司会：高橋百合子（神戸大学） 
① 澤田眞治（防衛大学校）「ブラジルとアルゼンチンの原子力開発の軌跡：平和利用と核疑惑」 
――論評：浦部 浩之（独協大学） 
② 大瀧正子（龍谷大学アフラシア多文化社会研究センター・博士研究員）「ブラジルの伝統的知識の利益

配分の一考察：コミュニティーと企業間の交渉を事例に」 
――論評：小池洋一（立命館大学） 
 
14:00－14:20 ｺｰﾋｰﾌﾞﾚｲｸ Ｂ棟 1 階 B208 教室 
 
14:20－15:50 研究報告第Ⅱ部 Ｂ棟 1 階 B206 教室 [報告 20 分、論評 5 分、質疑応答 5 分] 
司会：佐野 誠（新潟大学） 
ラテン・アメリカにおける「ポスト新自由主義」の成果と課題 
① 佐野 誠（新潟大学）「アルゼンチンにみる「ポスト新自由主義」の成果と課題」 
――論評：宇佐見耕一（ジェトロ・アジア経済研究所） 
② 山崎圭一（横浜国立大学）「ルーラ政権以降のブラジルの住宅政策の特徴と課題」 
――論評：幡谷則子（上智大学） 
③ 岡本哲史（九州産業大学）「チリにおける教育の民営化と学校分断」 
――論評：高橋直志（名古屋外国語大学） 
 
15:50－16:20 ｺｰﾋｰﾌﾞﾚｲｸ Ｂ棟 1 階 B208 教室 
 
16:20－17:40 特別講演 Ｂ棟 1 階 B206 教室 
講師：和田毅（東京大学） 
演題：ここ 20 年間の社会学による中南米地域への研究と展望（仮題） 
 
講師紹介： 
1993 年 東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻修士課程修了 

 2003 年 アメリカ コロンビア大学社会学学科 PH.D. 
 専攻は社会学。ハーバード大学研究員・ミズーリ大 Assistant Professor 職を経て、 
現在、東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻所属。准教授。 

 マスメディアから抽出した民衆の社会（抗議）運動のパターンなどを中心に業績がある。 
 
18:00－20:00 懇親会  Ｂ棟 1 階第四会議室 
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11 月 11 日（日） 
 
9:00－  受付  Ｂ棟 2 階 B209 教室前 
 
9:30－11:30 研究報告第Ⅲ部 Ｂ棟 1 階 B206 教室 [報告 20 分、論評 5 分、質疑応答 5 分] 
司会：坂口安紀（ジェトロ・アジア経済研究所） 
① 小松仁美（淑徳大学大学院）「ストリート・チルドレンの処遇をめぐる上層と下層の価値観の差異――
ダヤの支援過程における西欧的子ども観を通じて」 
――論評：山本純一（慶応大学） 
② 受田宏之（東京外国語大学）「有機農業とコミュニティ開発：メキシコ、トラスカラとユカタンの事

例」 
――論評：谷洋之（上智大学） 
③ 山本純一（慶応大学）「メキシコ南部農村社会の持続可能な発展としてのフェアトレード―社会的企

業バツィルマヤ・グループのバリューチェーン構築戦略を事例として―」 
――論評：北野収（獨協大学） 
④村上善道（神戸大学大学院）「Achievements and Problems of the Economic Liberalization in Chile: 
Literature Review and Policy Implications」 
――論評：桑山幹夫（法政大学） 
 
11:30－12:30 昼食  Ｂ棟 1 階 B208～210 教室 
 
12:30－13:10 会員総会 Ｂ棟 1 階 B206 教室 
 
13:10－13:25 西島章次会員を偲んで（大会校企画） Ｂ棟 1 階 B206 教室 
 
13:25－14:25 研究報告第Ⅳ部 Ｂ棟 1 階 B206 教室 [報告 20 分、論評 5 分、質疑応答 5 分] 
司会：住田育法（京都外国語大学） 
① 近田 亮平（日本貿易振興機構 アジア経済研究所）「ブラジルにおける参加型行政と貧困高齢者の

政治参加―サンパウロ市の住宅審議会と貧困高齢者の社会運動―」 
――論評：浜口伸明（神戸大学） 
② 舛方周一郎（上智大学大学院）「国境を越える巨大都市：ブラジル・サンパウロ市における気候変動

政策過程」 
――論評：出岡直也（慶応大学） 
 
 
14:25－14:35 ｺｰﾋｰﾌﾞﾚｲｸ Ｂ棟 1 階 B208 教室 
 
14:35－16:20 シンポジウム Ｂ棟 1 階 B206 教室 
「資源とラテンアメリカ」  [趣旨説明 5 分、報告各 20 分、論評 10 分、全体討論 30 分] 
コーディネーター：佐野聖香（東洋大学） 
報告：松井謙一郎（国際通貨研究所）「ブラジルの資源産業と「オランダ病」」 
   平井浩二（独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構）「チリの銅資源と経済」 
   杉野綾子（日本エネルギー経済研究所）「ベネズエラを取り巻く国際石油市場の構造変化」 
論評：宮地隆廣（同志社大学言語文化教育研究センター） 
 

以上 


